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四
国
の
歩
き
遍
路
は
疲
れ
が
溜
ま
る
昼
下
が
り
、
木
造
り
の
瀟
洒
な
建
物
の

「
ヘ
ン
ロ
小
屋
」
に
出
合
う
と
ほ
っ
と
す
る
。
立
ち
寄
る
所
の
少
な
い
遍
路
道

沿
い
に
新
た
に
で
き
た
休
憩
所
は
、
吹
き
抜
け
る
風
も
爽
や
か
で
心
地
良
い
。 

小
屋
の
中
に
は
お
接
待
の
飲
み
物
や
菓
子
が
用
意
さ
れ
、
地
元
の
方
の
お
世

話
で
清
掃
も
行
き
届
い
て
い
る
。
歩
き
遍
路
は
し
ば
し
の
休
息
を
と
り
、
小
屋

で
出
会
っ
た
遍
路
同
士
で
話
し
た
り
、
備
え
付
け
の
ノ
ー
ト
に
書
か
れ
た
感
想

文
を
読
ん
だ
り
す
る
。
時
に
は
地
元
の
人
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
話
が
聴
け
る
の
も

楽
し
い
。
こ
こ
で
心
身
の
疲
れ
を
癒
し
た
遍
路
は
、
元
気
を
取
り
戻
し
次
の
霊

場
へ
と
向
か
う
。 

 

斬
新
な
考
え
で
遍
路
道
に
休
憩
所
を
造
る
運
動
を
主
導
し
て
い
る
の
は
、
徳

島
に
生
ま
れ
、
大
学
教
授
を
経
て
、
現
在
は
大
阪
で
設
計
事
務
所
を
構
え
る
、

歌
洋
一
さ
ん
だ
。
歌
さ
ん
は
、
お
遍
路
の
風
習
が
色
濃
く
残
る
土
地
で
育
つ
が
、

長
じ
て
国
内
外
の
巡
礼
地
を
訪
ね
、
お
接
待
の
精
神
に
裏
打
ち
さ
れ
た
四
国
遍

路
の
独
自
性
に
目
覚
め
た
。
ま
た
自
ら
遍
路
に
出
て
、
気
軽
に
休
め
る
所
や
雨

露
を
し
の
げ
る
場
所
が
減
っ
て
い
る
こ
と
に
心
を
痛
め
た
。 

彼
が
五
〇
歳
の
時
（
二
〇
〇
一
年
）
、
住
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
っ
て
仮

眠
も
で
き
る
休
憩
所
を
八
九
ケ
所
（
八
八
＋
一
、
＋
一
は
高
野
山
か
）
造
る

「
ヘ
ン
ロ
小
屋
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
構
想
を
発
表
し
た
。
反
響
は
大
き
く
、
多
く

の
賛
同
者
や
協
力
者
が
現
れ
、
現
時
点
で
は
既
に
五
七
棟
が
完
成
し
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
今
も
進
行
中
で
あ
る
。 

歌
さ
ん
の
小
屋
造
り
の
考
え
は
明
快
だ
。
地
域
の
特
性
を
生
か
す
こ
と
を
第

一
に
考
え
、
デ
ザ
イ
ン
に
地
域
の
伝
承
や
物
語
を
組
み
入
れ
、
建
築
材
料
に
地

元
の
特
産
品
を
使
う
な
ど
、
「
ヘ
ン
ロ
小
屋
」
は
ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
個
性
的
だ
。

ま
た
、
小
屋
の
建
設
に
際
し
て
は
、
土
地
や
資
材
の
提
供
・
調
達
、
工
事
の
施

工
ま
で
、
す
べ
て
の
工
程
を
地
元
の
人
の
参
加
で
行
い
、
完
工
後
の
維
持
管
理

も
地
元
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
。
こ
の
よ
う
に
単
な
る
モ
ノ
造
り
よ
り
も
、
地
域

の
幅
広
い
人
の
協
力
に
よ
る
建
設
の
過
程
や
そ
の
後
の
運
営
を
重
視
す
る
。 

 

世
界
に
類
を
見
な
い
四
国
の
文
化
遺
産
（
お
接
待
と
遍
路
の
文
化
）
の
継
承

と
広
が
り
を
目
指
す
ヘ
ン
ロ
小
屋
運
動
に
期
待
す
る
。 


